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はじめに

CiscoBusiness Edition 7000（BE7000）は、最大 1000人の従業員の組織向けに設計されています。
このソリューションでは、優れた音声、ビデオ、モビリティ、メッセージング、会議、インスタ

ントメッセージおよび可用性が提供され、単一の統合型プラットフォーム上でコンタクトセン

ター機能が実装されます。このソリューションでは、中堅企業がバリューチェーン全体の改善

されたコラボレーションに必要なコアコミュニケーション機能が提供されます。

このマニュアルでは、BE7000サーバを設定する方法と各種のコラボレーションアプリケーショ
ンをインストールする方法を、手順に沿って説明します。

• Cisco Prime Collaboration Provisioning

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service

• Cisco Expressway

• Cisco TelePresence Conductor

• Cisco TelePresence Server

• Cisco TelePresence Management Suite

• Cisco Unified Contact Center Express

• Cisco Emergency Responder

• Cisco TelePresence Video Communication Server

• Cisco Unified Attendant Consoles

• Cisco Paging Server

BE7000は、CiscoUnifiedComputing SystemC220M3ラックマウントサーバから構成されており、
次のコンポーネントを含んでいます。

• RAIDアレイとして用意されたフォーマット済みディスクドライブ、プレインストールおよ
びライセンス供与済み

• Cisco Virtualization Hypervisor（VMware ESXi）
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•プレインストール済み Cisco Collaboration仮想マシン

•データストアにプリロードされた Cisco Collaborationアプリケーションのインストールメ
ディア

•プロモーション用 TelePresence VCS-Cライセンスの製品アクティベーションキット

また BE7000は、Cisco Collaborationアプリケーションのライセンスで構成されています。ライ
センスは電子メールで別に提供されます。

設計と仮想化の詳細については、Business Edition 6000のアプリケーション要件を参照してくだ
さい。
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第 1 章

準備

梱包ボックスに含まれている『Quick StartGuide (QSG)』に示されているように、CiscoBusiness
Editionサーバがラックに取り付けられ、電源および顧客データネットワークに接続されてい
ることを確認します。モニタおよびキーボードがサーバに接続されていることも確認します。

（注）

インストールを続行する前に、データネットワーク管理者からネットワーク情報を収集します。

• 必要なネットワーク情報, 1 ページ

必要なネットワーク情報
データネットワーク管理者から次のネットワーク情報を収集します。

•次の IPアドレス：

◦ VMware Hypervisor (ESXi)

◦インストールする各コラボレーションアプリケーション

◦（任意）リモート CONSOLEアクセスが必要な場合、CIMC

• Subnet Mask

•ゲートウェイ IPアドレス

• DNSサーバの IPアドレス

•各アプリケーションのホスト名

•（任意）ドメイン名

• NTPサーバの IPアドレス

•タイムゾーン

•（任意）SMTPサーバ
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次のセクションでは、BE7000サーバをインストールするための手順を示します。必要なネット
ワーク情報を収集した後、マニュアルの残りの手順に注意深く従ってください。
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第 2 章

インストール

• 電源オンおよび初期設定, 3 ページ

• リモートアクセスのための ESXiホストのカスタマイズ, 6 ページ

• ESXiホストへのアクセスおよびその設定 , 9 ページ

• 仮想マシンの展開, 14 ページ

• 仮想マシン上でのアプリケーションのインストール, 16 ページ

電源オンおよび初期設定

手順

ステップ 1 下図のように、モニタとキーボードがコンソールポートに接続されていることを確認します。

ステップ 2 電源が接続されており、LEDステータスが下図のように表示されていることを確認します。
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電源ボタン LED（2）がオレンジで、コンソールポート（1）と電源ボタン間の 5つの LEDはグ
リーンになっています。そうでない場合は、電気系統とネットワークの接続を確認します。

図 1：電源オン、コンソールポート、および LED ステータス

ステップ 3 モニタの電源をオンにします。

ステップ 4 電源ボタン（図 1）を押し、電源ボタン LEDディスク LEDディスクドライブが緑に変わること
を確認します。

ステップ 5 モニタでブートプロセスを視聴します。

ステップ 6 （任意）F8キーを押すと、CIMC構成ダイアログを開き管理インターフェイス IPアドレスを設定
してダイアログを終了できます。

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Cシリーズサーバ用の管理インターフェイス
です。 CIMCはサーバ内で実行し、Webまたは SSHコマンドラインアクセスにより、サーバの
リモート管理、設定、およびモニタリングを可能にします。

ステップ 7 （任意）コンソールへのアクセスにCIMCを使用する場合は、設定した IPアドレスに移動し、デ
フォルトのユーザ名 adminとパスワード passwordを使用します。図 2はCIMC画面です。ロケー
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タ LEDや、図 3でマークされている KVMコンソールなど、さまざまなタスクに対して CIMCを
ナビゲートします。

図 2： Cisco Integrated Management Controller

ステップ 8 ESXiがロードされ、コンソールに設定画面が表示されるまで待機します。
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リモートアクセスのための ESXi ホストのカスタマイズ
ESXiホスト（VMwareハイパーバイザ）をカスタマイズして vSphereクライアントを使用した PC
からのリモートアクセスを有効にするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ハイパーバイザが起動されると、次の図に示すように、ESXiDirectConsoleのユーザインターフェ
イスがモニタ上に表示されます。

リリース 10.5(1)以降の場合、プレインストール済みアプリケーションについて通知を
受けます。

（注）

図 3： ESXi のロード後のコンソール画面

ステップ 2 F2キーを押して、次の図に示すような [System Customization]メニューに入ります。
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デフォルトのユーザ名は rootで、パスワードは passwordです。

図 4： ESXi システムカスタマイズメニュー
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ステップ 3 [Configure Password]を選択してパスワードを変更します。

ステップ 4 ESXiに固定 IPアドレスを割り当てます。 [Configure Management Network]メニューに入り、下図
に示すように、画面の指示に従って “IP Configuration”を変更します。

図 5： ESXi ホストへの固定 IP アドレスの割り当て
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ステップ 5 PCをデータネットワークに接続し、前の手順で設定した ESXiの IPアドレスに移動できること
を確認します。下図に示すようにWebページを確認します。

図 6： ESXi ホスト

ステップ 6 vSphereクライアントが PCにインストールされていない場合は、ダウンロードしてインストール
します。

vSphereクライアントをダウンロードするには、インターネットアクセスが必要です。

ESXi ホストへのアクセスおよびその設定
Business Editionアプリケーションの中には、有効なNTPサーバのサービスを必要とするものがあ
ります。次の手順に従って、ESXiホストにアクセスし、NTPを設定し、NICチーミング機能を
使用してネットワークインターフェイスカード（NIC）の耐障害性を設定し、プレインストール
されたアプリケーションを表示し、データストアを参照して、事前にロードされたコラボレーショ

ンアプリケーションソフトウェアを確認します。
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手順

ステップ 1 vSphereクライアントアプリケーションを起動し、ESXiホストの IPアドレスを入力します。

図 7： vSphere クライアントを使用した ESXi ホストへのアクセス

ステップ 2 ESXiシステムのカスタマイズ時に設定したログインクレデンシャルを使用します。

ステップ 3 （任意）VMwareライセンスはプレインストールされておらず、評価期間 60日のライセンスの警
告が表示される場合があります。UCSサーバで出荷時状態へのリセットを実行するときも、この
警告が表示される場合があります。このような場合にライセンスを適用するには、次の手順に従

います。これらの手順を使用して、ライセンスステータスを確認することもできます。

a) 梱包ボックスで、“Cisco Vmware vSphere Hypervisor”とマークされたエンベロープを見つけま
す。

b) エンベロープ内で “Right to Use Notification”という名前のカードを見つけます。
c) マスターシリアル番号に注意してください。これはライセンスアクティベーションキーです。
d) [Configuration] > [Software] > [Licensed Features]に移動し、[Edit]をクリックします。
e) [Assign a new license key to this host]を選択します。
f) [Enter Key...]をクリックします。
g) マスターシリアル番号を入力します。
h) [OK]をクリックして、設定ダイアログを閉じ、ライセンスを適用します。

図 8： ESXi ホストおよび仮想マシンの設定および管理

次の図の左側ペインに、プレインストール済みアプリケーションが表示されていま

す。

（注）
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ステップ 4 NTPサーバを追加します。
a) [Configuration] > [Software] > [Time Configuration]に移動します。
b) [Properties]をクリックして、[Time Configuration]画面を起動します。
c) 時間を更新し、[Options...]をクリックします。
d) [NTP設定（NTP Settings）]を選択します。
e) [Add]をクリックし、NTPサーバの IPアドレスを入力します。
f) [OK]をクリックして、[General]を選択し、[Start]を選択してホストで停止し、[Start]ボタンを
クリックし、続いて [OK]をクリックして設定画面を閉じます。

ステップ 5 VMwareの NICチーミング機能を使用して、耐障害性を設定します。
a) [Configuration] > [Hardware] > [Networking]に移動します。
b) 下図に示すように、“Standard Switch: vSwitch0”の [Properties]をクリックします。
c) vSwitch0 Properties設定画面で、[Network Adapters]タブを選択します。
d) データネットワークに接続されている NICを追加するには、[Add…]をクリックします。
e) 対話形式の設定ダイアログに従い、下図に示すように、複数の NICが vSwitch0に追加された
ことを確認したら画面を閉じます。

デフォルトでは、ESXiで有効な NICは 1つだけで、vmnic0として識別されま
す。

（注）
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チーム構成された NICを Ciscoスイッチのチャネルグループに接続する場合は、NIC
チーミングロードバランシングポリシーが [Route based on IP hash]に設定されている
ことを確認します。このポリシーおよび Cisco Collaborationアプリケーションのハイ
パーバイザネットワークの他の側面に関する詳細については、『Deploying Expressway
with Business Edition（Business Editionでの Expresswayの展開）』（http://www.cisco.com/
c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/BE6000/InstallationGuide/10_01/Deploying_
Expressway_with_Business_Edition.pdf）を参照してください。

（注）

図 9： Business Edition ネットワーク接続の耐障害性

ESXiホストは、個々のコラボレーションアプリケーションをホストする仮想マシンを展開できる
ようになりました。これらのアプリケーションのソフトウェアは、Business Editionサーバのデー
タストアにあらかじめロードされています。

ステップ 6 データストアを参照します。

a) [Configuration] > [Hardware] > [Storage]に移動します。
b) Business Editionサーバのデータストアをリスト表示するには、[Datastore]をクリックします。
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c) データストアを選択して、右クリックし、下図に示すように [BrowseDatastore]を選択します。

図 10：プリロードコラボレーションソフトウェア、ライセンス、および Open Virtualization Archive ファイル
を表示するためのデータストアの参照

ステップ 7 （任意）トラブルシューティングのために返品された場合、新しいUCSサーバのデータストアが
ブランクになる可能性があるので、OVA-ISOディレクトリをアーカイブすることが推奨されま
す。

次の作業

仮想マシンをインストールします。

データストアにプリロードされたファイル

Cisco Business Editionサーバには、選択されたコラボレーションソフトウェア、ライセンスファ
イルが付属され、これらはデータストアにプリロードされます。プリロードされるファイルタイ

プの基礎知識として、次の点を考慮してください。

ISO

ISOファイルは DVDイメージで、アプリケーションインストールファイルを含んでいま
す。
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OVA

Open Virtualization Archive（OVA）を使用して、仮想マシンのパッケージを作成し、配布し
ます。

一部の OVAファイルには、プレインストールされたソフトウェア（たとえば、
cpc-provisioning-9.5.0-245-small.ova）を含む準備済みのディスクが含まれてい
る場合があります。

OVAファイルの中には、プレインストールされたソフトウェアアプリケーションがないも
のもあります。この場合、データストアで提供される ISOファイルを使用してソフトウェ
アをインストールする必要があります（たとえば、cucm_9.1_vmv8_v1.7.ovaおよび関
連 ISOファイル Bootable_UCSInstall_UCOS_9.1.2.10000-28.sgn.iso）。

Export Restrictedソフトウェアまたは Export Unrestrictedソフトウェアのプリロード済みファイ
ルについては、関連するリリースノートを参照してください。

（注）

仮想マシンの展開
次の手順に従い、あらかじめロードされたファイルにリスト表示されているアプリケーションの

仮想マシンを導入します。 Export Restrictedまたは Export Unrestrictedソフトウェアにあらかじめ
ロードされたファイルについては、次のリンク先から関連するリリースノートを参照してくださ

い。http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-release-notes-list.html

OVAテンプレートファイルは、特定アプリケーションの仮想マシンを定義します。

次の点に注意してください。

• OVAsは瞬時に展開され、プレインストール済み OVAの導入には 10分から 15分かかる場合
があります。

•下図は、各種コラボレーションアプリケーションの仮想マシン導入後の vSphereクライアン
トの図を示しています。直前の 2つの仮想マシンを展開するのにかかった時間も表示できま
す。

•下図の例は、4つのコラボレーションアプリケーションと Prime Collaboration Provisioningを
ホストできる、高密度（HD）サーバモデルです。 Business Editionサーバの中密度（MD）
サーバモデルも、4つのコラボレーションアプリケーションとPrimeCollaborationProvisioning
をホストできます。
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図 11： vSphere クライアントに表示されるアプリケーション用に展開された仮想マシン

リリース 10.5(1)以降では、5つのアプリケーションがプレインストールされ
ています。この 5つのアプリケーションのいずれかを使用して仮想マシンを
導入する場合は、次の手順を省略できます。

（注）

手順

ステップ 1 vSphereクライアント上で、[File] > [Deploy OVF Template]に移動します。
[Deploy OVF Template]画面が起動されます。

ステップ 2 PC上でソースのOVAテンプレートファイルを参照し、選択します。アプリケーションとファイ
ル名のマッピングについては、以下のリンク先からExportRestrictedソフトウェアに関するリリー
スノートを参照してください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
business-edition-7000/products-release-notes-list.html

ステップ 3 引き続き [Next]をクリックして、ライセンス契約およびデフォルト値を受諾します。

ステップ 4 展開を設定します。

• Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unity Connectionおよび IM and Presence Service
の場合、1000ユーザを選択します。

• Cisco Unified Contact Center Expressの場合、100エージェントを選択します。

• Cisco Emergency Responderの場合、12000ユーザノード（ドロップダウンメニューからC200
のみ）を選択します。

ステップ 5 VMに意味のある名前を指定します。
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次の作業

必要な仮想マシンをすべて展開した後、個々のコラボレーションアプリケーションをインストー

ルします。

仮想マシン上でのアプリケーションのインストール
指定した仮想マシン上でアプリケーションをインストールおよびセットアップするには、次の手

順に従ってください。

各アプリケーションに必要なおおよその時間は次のとおりです。

• Cisco Unified Communications Manager：60分

• Cisco Unity Connection：60分

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service：45分

• Cisco Prime Collaboration：30分

• Cisco Unified Contact Center Express：60分

• Cisco Emergency Responder：45分

• Video Communication Server：60分

• Cisco Paging Server：15分

（注） •同じ ISOイメージを使用するため、UnifiedCommunicationsManagerとCiscoUnityConnection
を同時にインストールしないでください。

•時間を短縮するために、同時に複数のアプリケーションをインストールできます。

•リリース 10.5(1)以降では、プレインストール済みアプリケーションをインストールする
所要時間は約 20分以内です。
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手順

ステップ 1 データネットワーク管理者に問い合わせて、“準備”で説明したネットワーク情報を確実に収集し
ます。

ステップ 2 必要な時間を最小限にするために、アプリケーションのインストール順序を計画します。

ステップ 3 vSphereクライアントを使用して、アプリケーションの仮想マシンを選択します。クライアント
は、パネル名をアプリケーション名に変更し、“Getting Started”という名前のタブをもう 1つ追加
します。下図に示すように、右クリックしてアクションメニューを開きます。

図 12：アプリケーション VM を選択して、設定の編集、ISO と VM の関連付け、電源投入、他の管理アクショ
ンなどを行います。

ステップ 4 ブランク OVAテンプレートを使用して展開された VMでは、電源オン時にアプリケーションソ
フトウェアの ISOイメージを接続するように仮想マシンの設定を編集する必要があります。Unified
Communications Managerと Cisco Unity Connectionが同じ ISOファイルを使用することに留意して
ください（以下の Cisco Business Editition 6000用のプリロードされたファイルを参照：http://
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www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-release-notes-list.html）。

図 13：アプリケーションソフトウェアの ISO イメージを接続するための仮想マシン設定の編集

a) [Device Type]セクションで、[Datastore ISO File]オプションボタンを選択します。
b) データストアを参照し、アプリケーションの ISOファイルを選択します。
c) 下図に示すように、[Connect at Power On]ボックスを必ずオンにしてください。

ステップ 5 図 12に示すように、右クリックメニューで [Edit Settings]を選択します。図 13に示すように、
[Virtual Machines Properties]編集画面が表示されます。
a) 次のURLにアクセスし、platformconfig.xmlファイルを生成します。http://www.cisco.com/web/

cuc_afg/index.html
b) 任意のフリーウェア仮想フロッピーアプリケーションを使用して、platformconfig.xmlファイ
ルを *.flpイメージに変換し、この *.flpイメージをデータストアの Answer File Generatorディ
レクトリにコピーします。
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c) データストアから *.flpファイルを取得するように、フロッピードライブの設定が変更されて
いることを確認します。

図 14：フロッピードライブを接続して FLP ファイルから構成設定を読み込むように、仮想マシン設定を
編集します。

ステップ 6 各アプリケーションのインストールを開始するには、次の手順に従ってください。インストール

はステップ 2.にリスト表示されている時間で自動的に続行されます。
a) 図 12に示すように、右クリックメニューを使用して仮想マシンの電源をオンにし、コンソー
ルを開きます。

b) コンソールの対話型インストール手順に従ってください。
c) デフォルトを受け入れて、ステップ1で収集した情報を提示します。コンソールに正常にログ
インできたときに、インストールは完了し、成功です。

• Prime Collaborationの場合、“localhost login:”の設定を入力した後にインストールが開始され
ます。その後、インストールスクリプトにより、ネットワーク情報およびさまざまなクレ

デンシャル（admin、root、globaladminのパスワード）情報が要求されます。インストール
は 30分間継続します。

• VCSサーバの場合、初回のユーザ名とパスワードとして adminと TANDBERGを使用した後
に開始されます。 “Run install wizard [n]:”と求められたときに yと入力すると、対話型インス
トールが続行されます。

インストールの詳細なガイダンスが必要な場合は、“詳細”にリスト表示されているCisco
Business Edition 7000 Support Documents Webサイトでアプリケーションのインストール
ガイドを参照してください。

（注）
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次の作業

必要なすべてのアプリケーションをインストール後に、Webブラウザを使用してアプリケーショ
ンにアクセスし、一部のアプリケーションの初期設定を行います。

アプリケーションのインストールの例

次は、Cisco Unified Communications Manager（ブランク OVA）および Cisco Video Communications
Server（プレインストール OVA）をインストールする手順です。

前のセクションで説明されているように、アプリケーションがプレインストール済みで、FLP
ファイルが Answer File Generatorディレクトリにコピーされると、インストーラの操作なしで
インストールが自動的に行われます。

（注）

Cisco Unified Communications Manager のインストール

手順

ステップ 1 図 12に示すように、電源をオンにし、仮想マシンのコンソールを開きます。

ステップ 2 [DVD Found]ウィンドウで、メディアチェックに対して [No]を選択します。

ステップ 3 [Product Deployment Selection]ウィンドウでは、[Cisco Unified CommunicationsManager]を選択し、
[OK]を選択します。最後に、次の [Proceed with Install]ウィンドウで [Yes]を選択します。

Enterprise License Managerもこのインストールの一部として展開されま
す。

（注）

ステップ 4 次の操作を行ってください。

a) [Platform Installation Wizard]ウィンドウで [Proceed]を選択します。
b) [Apply Patch]ウィンドウで [No]を選択します。
c) [Basic Install]ウィンドウで [Continue]を選択します。
d) 次のウィンドウで [Timezone]を選択し、続いてイーサネット接続に対して [Auto Negotiation]
を選択し、MTUのデフォルトのサイズを選択します。

ステップ 5 DHCPに対して [No]を選択します。
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[Static Network Configuration]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ホスト名（CUCMなど）、IPアドレス、IPマスク、およびゲートウェイアドレスを入力し、[OK]
を選択します。DNSクライアントに対して [Yes]を選択し、その後に次のウィンドウでDNSサー
バ情報を入力します。

ステップ 7 次の2つのウィンドウで管理ログイン情報および組織情報を設定するように求められ、続いてサー
バが最初のノードであるかどうかが確認されます。ほとんどの場合、[Yes]を選択します。

ステップ 8 次のウィンドウで、ネットワーク接続性テストに対して [No]を選択して、再びホスト名、IPアド
レス、およびセキュリティパスワードを提示します。最後に、有効で到達可能な NTPサーバを
指定します。

ステップ 9 次の 2つウィンドウで、セキュリティパスワードおよび SMTPサーバ情報を設定するように求め
られます。最後に、アプリケーションユーザ情報が要求され、最後のウィンドウプラットフォー

ム設定の確認が続きます。 [OK]を選択すると、インストールが続行され、コンソールのユーザ操
作なしで約 60分間続きます。コンソールのログインプロンプトが表示されたら、Webブラウザ
で Unified Communications Managerの IPアドレスにアクセスします。

Cisco Video Communications Server のインストール

手順

ステップ 1 図 12に示すように、電源をオンにし、仮想マシンのコンソールを開きます。

ステップ 2 ログインプロンプトでユーザ名として admin、パスワードとして TANDBERGを入力します。

ステップ 3 実行インストールウィザードのプロンプトで、yを入力して、Enterキーを押します。

ステップ 4 パスワードを変更するには、Yを入力して、Enterキーを押し、プロンプトに新しいパスワードを
入力して、Enterキーを押します。

ステップ 5 次の一連のプロンプトはネットワーク情報に関するものです。 IPプロトコル（デフォルトは IPv4）
を選択し、IPアドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイアドレスを指定し
ます。最後に、LANのイーサネット速度を選択します（デフォルトは auto）。

ステップ 6 SSH（セキュアシェル）の実行デーモンに対して、Yを入力し、Enterキーを押します。

ステップ 7 すぐに再起動のプロンプトで、yを入力して、Enterキーを押します。

ステップ 8 システムを再起動した後に、WebブラウザでCiscoVideoCommunicationServerにアクセスします。
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第 3 章

初期設定

• ライセンスの参照、セットアップ、および適用, 23 ページ

• この後の学習内容, 24 ページ

• 詳細情報 , 25 ページ

ライセンスの参照、セットアップ、および適用
各アプリケーションにアクセスし、一部のアプリケーションの初期設定を実行し、ライセンスを

適用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 個々のアプリケーションの管理ポータルにアクセスするには、アプリケーションの IPアドレスに
移動します。次の情報を考慮します。

•ページングサーバ：仮想マシンコンソールからアプリケーション URLに関する情報を収集
します。デフォルトの初回のユーザ名とパスワードは、adminと changeMeです。

• Cisco Prime Collaboration Provisioning：IPアドレスに移動し、ユーザ名として globaladminを
使用します。

ステップ 2 一部のアプリケーションには、評価期間が 60日のプレインストールデモライセンスが付属して
います。 2つのアプリケーションには次の例外があります。

• CiscoPrimeCollaboration：データストアからライセンス、ツール、Readmeファイルをダウン
ロードします。 readmeファイルの指示に従い、ライセンス（有効期限のない永久ライセン
ス）を適用します。

• Cisco Unified Contact Center Express:デモライセンスの評価期間は、30日です。 ISOファイル
からデモライセンスファイルを抽出します。デモライセンスファイルを PC上に抽出した
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ら、Unified Contact Center Expressの ESXiポータルに移動し、手順に従いデモライセンスを
適用します。

ステップ 3 ライセンスを購入した後、シスコから電子メールで製品認証キー（PAK）を受信する必要があり
ます。その後、ソフトウェアファイル形式のライセンスキーを受信するために PAKを “Product
License Registration（製品ライセンス登録）”に登録する必要があります。

ステップ 4 管理ポータルを使用してアプリケーションでライセンスキーを適用します。

• Prime Collaboration Provisioning：製品にはインストールする必要がある永久ライセンスが付
属しているので、PAKは必要ありません。

• Paging Server：:製品には基本ページングの永久ライセンスが付属しているので、PAKは必要
ありません。

• Unified CommunicationsManagerおよびCiscoUnity Connection：Unified CommunicationsManager
の IPアドレスを参照し、[Cisco Prime License Manager]をクリックします。 [License] > [Install
License File]を選択し、手順に従います。

Cisco Prime License Manager（ELM）は、Unified Communications Managerのインス
トールの一部として自動的にインストールされます。

（注）

• Cisco VCS、Expressway、TS、Conductor：VCSの PAKを登録した後、顧客は 2つのキー（リ
リースキーとオプションキー）を受信します。管理ポータルで、[Maintenance] > [Option
keys]を選択します。最初にリリースキーを適用し、次にオプションキーを適用します。

ステップ 5 ソフトウェアバージョンをアップグレードする必要がある場合は、Cisco Product Upgrade Tool
(PUT)を使用します。

PUTを使用してアップグレードイメージをダウンロードするには、有効な UCCSサブ
スクリプションが必要です。

（注）

関連トピック

製品ライセンス登録

Cisco Product Upgrade Tool（PUT）

この後の学習内容
インストールが正常に完了したことを確認したら、Cisco Business Edition 6000サポートドキュメ
ントの『Prime Collaboration Provisioning Guide for Cisco Business Edition 6000』を参照してくださ
い。このガイドを使用して、Unified Communications Manager、Cisco Unity Connectionおよび IM
and Presence Serviceアプリケーションの初期設定を開始します。
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詳細情報
• Cisco Business Edition 7000メインWebサイト

http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/business-edition-7000/index.html

• Cisco Business Edition 7000サポートドキュメント

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
tsd-products-support-series-home.html
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